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／平成4年�7
富山大学入学試験（前期日程・A日程）が無事終了

平成4年 度本学入学者選抜試験の前期日 程・A日 程の

学力検査等が、 去る 2月25日（火）に実施されました。

試験当日 は、 早朝からあいにくの雪模様となりました

が、 大きな交通渋滞や事故もなく、 受験者は朝早くから

検査場に到着していました。

今回は、 初めての分離・分割方式による入学試験とい

う ことから教職員もこれまで以上に緊張していましたが、

学力検査・実技検査ともスムーズに進行し、 無事終了し

ました。

受験状況は、 志願者4, 548人に対し287 人が欠席し、 全

体の受験者数は4,261人 で欠席率は6. 3%でした。 また、

私費外国人留学生も65人が受験しました。

前期日 程・A日 程の合格者発表は、 3月 7 日（土）1 3時

に本学で行われ、私費外国人留学生の合格者は 3月20日

（金）に発表されます。

なお、 後 期日 程・B日 程の入学者選抜は、 3月 14日

（土）に教育学部小学校、 養護学校及び幼稚園の各教員養

成課程並びに理学部化学科が、 実技検査あるいは小論文

の検査を実施します。

。受験状況

I� 人文学部 教育学部 経済学部 理学 部 工学 部 大学全体

志願者数 642人 607人 1 520人 537人 1,242人 4,548人

受験者数 602 579 1,424 505 1,151 4,261 

欠席者数 40 28 96 32 91 287 

欠席率 6.2% 4.6% 6.3% 6.0% 7.3% 6.3% 

A 
暖冬の富山も2次試験当日は、

雪のちらつくあいにくの空模様

となった

‘ 

... 

緊張の面持ちで試験開始の

合図を待つ受験生

（教育学部検査室）
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本学が当番校となり

臨時東海・北陸地区国立大学事務局長会議を開催

去る2月27日 同 ・ 28闘の両日 、 本学が当番校となり臨

時東海・ 北陸地区国立大学事務局長会議が開催されました。

当日 の協議事項は、 次のとおりで熱心に情報交換 ・ 意

見交換があり、 今 後に資することになりました。

1 . 地区内の職員研修 ・ 人事交流について

2. 自己点検 ・ 評価の取組み状、況について

3. 事務局長会議の運営について

ムマレムア工科大学副学ぶ来訪ム
去る2月21日 （金） マレ ーシア工科大学副学長アブ ・

アザン ・ MD ・ ヤシン博士（通訳l 名同行） が同大学と

本学との学術交流を推進する 目 的で来学されました。

始めに小黒学長を表敬訪問され、 学長室で事務局長、

工学部長等を交え懇談されました。

ヲ｜き続き、 工学部大会議室において多々工 学部長、 工

学部評議員、 龍山地域共同研究センタ ー長他 4 名の工学

部教授と学術交流に関する事項について、 種々意見交換

が行われました。

マレーシア工科大学との交流は、 平成元年 度に宮下和

雄教授他 3名の工学部教授が同大学を視察したことが契

機となり、 今回は教官の交流等学術交流の具体 的内容に

ついて話し合われました 。

同副学長から、 マレ ーシアの工業の振興のため工業技

術者の育成が急務とされ、 同大学はマレ ーシ ア における

目佳ーの工学系の大学としての使命を担っており、 その役

割を果たすため富山大学との学術交流を促進させたい旨

要望が述べられました。

最 後に同副学長は、 出席者の案内で工学部及 び地域共

同研究センタ ーの施設 ・ 設備を視察されました。

企 多々工学部長ほか工学部関係者 と懇談する マレーシア工科大学副学長
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公務員志望学生を対象に［公務員試験に関する講演会を開催］
去る2月12日 （水）午後 l時から経済学部201番教室

において、 公務員を志望する本学学生を対象に「公務員

試験に関する講演会」が開催され、 延べ約230名の学生

が聴講しました。

当日 は、 人事院中部事務局第二課試験係長小林輝久氏

から「国家公務員I種・E種採用試験の概要について」、

一一 学生部

また、 富山県人事委員会事務局任用課長山上弘一氏から

「富山県職員採用試験の概要について」と題して それぞ

れ講演をいただきました。出席学生は真剣にメモをとり、

活発な質疑応答が行われるなど盛況のう ちに終了しまし

た。

企 熱心に聴き入る公務員志望学生、女子学生の姿が目立つ講演会となった

一一 共済主催行事一一

ペースキー講習会が実施される「＼
文部省共済組合富山大学支部の平成3年 度主催行事で

あるスキー講習会が、 組合員及び家族の相互親睦並びに、

冬 期における健康の維持 向 上 を図ることを 目 的として、

初級者及び中級者を対象に、 受講者17名、 自由参加者37
名の参加を得、 去る2月 1 日 （土） ～2 日 （日 ） 極楽坂

スキ ー場にて実施されました。

初日 、 受講者が文部省登山研修所においてビデオによ

る事前学習を受けている間中、 降り止む気配のなかった

雪でしたが、 翌日 はすっかり晴れ上がり、 前夜の低気温

も効を奏して、 県内ではめったに出会えないよ う な最 高

の雪質となりました。これに加え、 実技講師に迎えた教

育学部堀田朋基助教授ほか本学基礎スキー部員による個々

のレベノレに合わせた的 確な指導で、 受講者はじめ参加者

一問、 大いにスキーを楽しむことができました。

企 晴天に恵まれ、 講習の合間にスナップに収まる職員とその家族
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て三三スキーを通して�

ooo留学生と教職員が交流ooo
一一 教 養 部

企 初めての雪の感触を堪能する留学生

教養部では、 去る 2月 1 日（土）、 2 日（日 ）の1泊2 日

の日 程で上新川郡大山町「極楽坂スキー場J において、

教養部在籍のマレーシア、 中園、 韓 国、 インドネシア、

台湾の5ヶ 国からの留学生27名と大谷教養部長はじめ指

導教官・職員等19名、 合わせて46名の参加を得て交流会

が行われました。

初日 はあいにくの雪模様でしたが、 その夜の懇親会を

はさんで、 2 日 目 は快晴、 絶好のスキー日 和となりまし

た。 この交流会は、 外国人留学生と教職員がスキーを

通じて富山の自然に親しみ、 一層の相互理解を深めると

ともに、 国際親善に資することを 目 的に昨年 度初めて実

施されました。昨 年は留学生の間で大好評を博したこと

から、 今年 度は早くからその準備に取り組まれました。

さて初日 、 いよいよスキー場に出て、 開講式、 その後

4班に分かれて体育教官を中心とした指導を開始。 この

日 に備えて練習を行っていた数名を除いては、 文字通り

初心者。 それでも、 少しの時間でなんとか滑りだし、 そ

の上 達ぶりには驚かされました。

翌日 、 頂上から滑り降りて来るまでに上達した者が数

名、 また、 スロープを描いて来る者、 何度も転びながら

も最 後まで諦めずに取り組む者など、 スキーどころかあ

んなに積もった雪を見るのさえ生まれて初めてがほとん

どの留学生ですが、 それぞれがそれなりにスキーと雪を

満喫し、 大変成果のある交流会となりました。

企 宿舎での懇親会も大いに盛り上がる
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次期教養部長 に大谷教 授 を再選

一一任期は平成4年4月 1日から1年間 一一

大谷重彦教養部長の任

期が、 平成4 年 3月31日

で満了するごとに伴い、

教養部教授会は、 去る 2

月12日 （水） に次期教養

部長候補者の選挙を行い

ました。

その結果、 現職の大谷

重彦教授が再選 されまし

た。 任期は平成4年 4月 1 日 から 1年間。

大谷教授は、 昭和29年 3月京都大学（旧制） 文学部文

学科独文専攻を卒業後、 引き続き同30 年3月 ま で京都大

学大学院に在学、 同33年4月から富山大学文理学部講師、

同39年3月間助教授、 同42年4月教養部発足と同時に教

養部助教授に配置換となり、 同46年4月教養部教授に昇

任し現在に至っています。

なお、 この問、 昭和60年4月から富山大学評議員、 昭

和63年4月から教養部長を併任されています。

担当は、 ドイツ語、 64才。

次期保健管理センタ一所長に経済学部榊津教授を選出

一一 任期は平成4年4月 1日から2年間 一一

風巻紀彦保健管理セン

タ 一所長の任期が、 平成

4年 3月31日 で満了する

ことに伴い、 去る 2月27

日 （木） 開催の保健管理

センター委員会において、

次期所長候補者の選考が

行われ、 経済学部から推

薦のあった経済学部鮒津

晃三教授が選出されました。 任期は、 平成4 年 4月 1 日

から 2年間。

鮒津教授は、 昭和35年3月青山学院大学大学院経済学

研究科修士課程を修了の後、 鹿児島経済大学講師・助教

授を経て、 昭和47年4月富山大学教育学部助教授に就任、

昭和56年6月同学部教授、 平成 元年4月に経済学部教授

に配置換となり、 現在に至っています。

専門は、 理論経済学、 兵庫県出身。

なお、 鯛津教授は、 就任に当たり次のよう に抱負を語っ

ておられます。

社会の変化はますますそのテ ンポをはやめており、

それに伴って大学教育の対応にも社会的に極めて厳し

いものが求められてきている。 従って、 当然、 学生も

これまで以上に精神的・肉体的にストレスのたまりや

すい状況下におかれている。 また、 国際化の一層の進

展から外国人留学生は急増の傾向をみせており、 その

健康状態への配慮も欠かせない問題となってきている。

その意味でも、 当センタ ーの役割は一層重要なものと

ならざるをえない。

以上のよう なことから、 微力ではありますが、 精一

杯、 学生の健康管理に努力していきたく存じております。

各方面からの皆様方の御協力を心からお願い申し上

げる次第です。
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次期教育学部附属学校（園）長の改選

一一 任期は平成4年4月1日から2年間 一一

教育学部附属小学校長、 問中学校長、 同養護学校長及

び同幼稚園長の任期が、 平成4年 3月31日 で満了するこ

とに伴い、 教育学部教授会は、 去る2月12日 （水） に次

期附属学校（園）長候補者の選挙を行いました。その結果、

附属小学校長に宗 孝文教授を再選、 問中学校長に加瀬

次期間属小学校長の宗

教授は、 昭和34年 3月

京都大学教育学部卒業、

昭和36年 3月京都大学大

学院教育学研究科修士課

程修了、 昭和39年 3月 同

研究科博士課程を単位取

得退学後、 大阪府科学教

育センタ ー職員、 大学教

員を経て、 昭和56年4月富山大学教育学部助教授、 昭和

59年 1月 教育学部教授となり、 平成 元年4月 から附属小

学校長に併任され、 現在に至っています。

次期附属中学校長の加

瀬教授は、 昭和32年 3月

千葉大学教育学部を卒業、

昭和39年 3月東京大学大

学院教育学研究科修士課

程を修了後、 公立学校教

員を経て、 昭和42年 4月

富山大学教育学 部 講 師 、

昭和45年11月 教育学部助教授、 昭和57年4月 教育学部教

授となり、 昭和62年6月から富山大学評議員に併任され、

現在に至っています。

担当は、 英語科教育。

正二郎教授を選出、 同養護学校長に新井文男教授を再選、

同幼稚園長に岸井勇雄教授を再選しました。

加瀬正二郎教授は新任、 他の 3 名は再任となり、 任 期

は、 平成4年4月 1 日 からそれぞれ 2年間。

専門は、 教育史。

なお、 宗 教授は、 附属小学校長就任に際して次のよ

う に抱負を語っておられます。

児童たちが楽しく学べる雰囲気をつくりたいと、 こ

れまでも心がけてきたし、 今 後もそう ありたし、。 その

う えで、 実践研究と教育実習生の受入れという 、 附属

としての役割をより十全にはたせるよう 努めたい。ま

た、 試行的に進めてきた、 生活科などを含む新学習指

導要領と評価法、 及び週五 日 制の本格実施に 向けて、

より順調な移行をはかりたいと思っている。

なお、 加瀬教授は、 附属中学校長就任に際して次のよ

う に抱負を語っておられます。

このたび、 問属中学校長に選出されましたが、 何分

にも未経験の任務であり、 不敏の身でもありますので、

附属学校としての使命を考え、 かっ生徒にとって楽し

い学校、 教職員にとって働き 甲斐のある職場たらしめ

るという ことだけでも容易な課題ではないよう に思わ

れます。いまはただ、 微力ながら責めを果た すべく努

力をいたしてまいりたいと考えております。 皆様の御

理解と、 関係各位の御援助、 特に教職員の方 々の御協

力をお願い申し上げます。
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次期附属養護学校長の
新井教授は、昭和34年 3

月東京芸術大学音楽学部
を卒業、公立学校教員を
経て、昭和48年 4月 富山
大学教育学部講師、51年
6月教育学部助教授、 平
成元年4月 教育学部教授
となり、平成2 年4月か

ら附属養護学校長に併任され、現在に至っています。
担当は、声楽。

次期附属幼稚園長の岸
井教授は、昭和30年 3月
東京大学教育学部を卒業、
昭和34年 3月東京大学大
学院人文科学研究科修士
課程修了、昭和37年 3月
同研究科博士課程を単位
修得退学後、 公立学校教
員、文部省 初等中等教育

局幼稚園課教科調査官を経て、昭和63年4月富山大学教
育学部教授となり、平成2年 4月から附属幼稚園長に併
任され、現在に至っています。

担当は、幼児教育。

幸R 第331号

なお、新井教授は、附属養護学校長就任に際して次の
よう に抱負を語っておられます。

附属養護学校は、昭和42年、養護学校教員養成課程
の新設に伴つての特殊学級の開設に始まり、 昭和51年
に養護学校として設置されている。 現在は、 小学部・
中学部 ・ 高等部からなり73名の生徒が学んでいる。 開
設から16年を経て、日 々の教育活動と研究の更なる充
実 ・ 発展が期待される。 教育環境の整備などとともに
微力ながらカを尽くしたいと存じます。 皆様の御 理解
とお力添えをお願いしますO

なお、岸井教授は、附属幼稚園長就任に際して次のよ
う に抱負を語っておられます。

前園長中谷教授の実績をけがさぬよう 努めてきまし
たが、幸い杉谷副園長ほか有能 かっ誠実なスタッフに
恵まれ、大学・学部 ・ 学園 ・ 保護者会をはじめ、 県内
外の温かいお力添えをいただいて着実に歩みを進める
ことができました。 この間、国立大学附属幼稚園の全
国大会の開催、年複数回の公開研究会、 各地 からの絶
え間ない参観者などに忙殺されましたが、 附属の使命
である教育 ・ 研究・実習の充実の歩みを今 後一層確 か
なものにしていきたいと願っています。

次期教育学部附属教育実践研究指導センター長に佐々木教授を再選
一一 任期は平成4年4月 1日から1年間 一一

佐々木光三教育学部附

属教育実践研究指導セン

ター長の任期が、 平成4

年 3月31日 に満了するこ

とに伴い、教育学部教授

会は、去る 2月12日 （水）

に同センター長候補者の

選挙を行いました。

その結果、 現職の佐々

木光三教授が再選されました。 併任期間は、 平成4 年 4

月 1 日 から平成5年 3月31日 まで、。

佐々木教授は、昭和27年 3月東京大学法学部を卒業後、

公立学校教員、富山県教育委員会学校教育部長、富山中

部高等学校長等を経て、昭和61年9月岡センターの教授

となり、昭和63年4月から同センター長を併任され 、 現

在に至っています。

なお、佐々木教授は、センター長就任に際して次のよ

う に抱負を語っておられます。

「 大学全体を大きな変革に向かわせる力学は、同時に、

教師教育を使命としてきた学部の基本的な在り方 にも

影響を与えています。 ただ、他方から見れば、今 日 の

状況は力量ある教師の育成 ・ 確 保を差し迫った社会的

課題としている事実も疑いのないところであり、 その

目 的に沿い、センターの進路に誤りがないよう に努め

たいと考えます。 皆様の御理解と御支援を賜りますよ

う お願い申し上げます。
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ゅー）�［！）
異動区分 発令年月日 氏 名 異 動 前 の 所属 官 職 異 動 内 円甘』

4. 3 .  1 釜谷美貴子 文部事務官 （高岡短期大学庶務課） 文部事務官（庶務部庶務課）
転 任

，， 鍋嶋 美希 ，， （庶務部庶務課） II （高岡短期大学庶務課）

臨時的任用 4. 2. 9 東海ゆかり 教諭（教育学部附属幼稚園）（～4. 10. 3 1) 

臨時的仰の更新 4. 2. 3 東海ゆかり 教 諭（教育学部間属幼稚園） 臨時的任用を更新する（～4. 2. 8 )  

退 職 4. 2.  9 東海ゆかり 教 諭（教育学部附属幼稚園） 平成4年2月8日限り任期満了により退職した

4. 2. 23 林 敏和 事務補佐員（附属図書館） 平成2年2月22日限り退職した

，， 太田 茂穂 II ，， ，， 

，， 中村 繁之 ，， ，， II 

II 伊藤 克江 II ，， II 

4. 3. 1 津田 明彦 技術補佐員（経理部主計課） 平成4年2月29日 限り退職した

，， 浅野 一夫 ，， ，， ，， 

，， 多胡 久 ，， ，， ，， 

，， 森野 勇 ，， ，， II 

II 平井 徹 II II ，， 

育児休業 4. 2 9 中田 良子 教 諭（教育学部間属幼稚園） 育児休業を許可する（～4 . 10. 31) 

ミ』 ミ』
平成4年度富山大学大学院・専攻科入学者選抜状況について

平成4年 度本学大学院 4 研究科及びl 専攻科の入学者

選抜試験が下記のよう に実施され、別表のとおり合格者

が発表されました。

。大学院人文科学研究科

出願期間 平成4年 1月 7 日 例～平成4年 1月17日 掛

選抜試験 平成4年2月 3 日 側

合格発表 平成4年2月14日（謝

。大学院経済学研究科

出願期間

入学試験

平成3年9月17日（刈～平成 3年9月24日 例

平成3年10月 8 日例

合格発表 平成3年1 0月18日倒

。大学院理学研究科

出願期間 平成3年8月17日同～平成3年8月23日掛

入学試験 平成3年9月 5 日 同～平成3年9月 6 日掛

合格発表 平成3年9月13日（錫

。大学院理学研究科（第二次）

出願期間

入学試験

合格発表

平成4年 1月16日 同～平成4年 1月22日制

平成4年2月 6 日 同～平成4年2月 7日制

平成4年2月14日（迫

10-



平成4年3月号 学

。大学院工学研究科
出願期間 平成3 年8月17日制～平成3 年8月23日幽

入学試験 平成3 年9月 3 日（付～平成3 年9月 4日制
合格発表 平成3 年9月13日掛

大 学 院

研究科 専 攻

人研 日本・東洋文化専攻
文究科 西 洋 文 化 専 攻
学科 言十

経研 地域・経済政策専攻

済究 企 業 経 営 専 攻
学科 5十

理
数 学 専 攻

学
物 理 学 専 攻

化 学 専 攻
研

生 物 学 専 攻
究

地 球 科 学 専 攻
科

計

電 気 工 学 専 攻

工 工 業 化 学 専 攻

学
金 属 工 学 専 攻

機 械 工 学 専 攻
研

生産機械工 学専 攻
究

化 学 工 学 専 攻
科

電 子 工 学 専 攻

Z十

iロ』 計

募集人員

5 

5 

10 

4 

4 

8 

8 

8 

10 

8 

8 

42 

10 

10 

8 

10 

8 

8 

8 

62 

122 

注 ※印は、外国人留学生を示し外数である。

専 攻 科

幸日 第331号

。大学院工学研究課 （第二次）
出願期間 平成4年1月16日同～平成4年1月22日制

入学試験 平成4年2月 4日制～平成4年2月 5 日制

合格発表 平成4年2月14日樹

入学志願者 受 験 者 欠 席 者 合 格 者

※2 11 ※2 11 。 8 

7 6 4 

※2 18 ※2 17 12 

5 5 。 4 

※2 20 ※2 20 。 ※1 8 

※2 27 ※2 27 。 ※l 12 

10 10 。 10 

※1 18 ※l 18 。 ※1 13 

※1 17 ※1 17 。 ※1 15 

20 20 。 17 

8 8 。 8 

※2 73 ※2 73 。 ※2 63 

8 8 。 8 

22 22 。 20 

※l 15 ※1 15 。 ※l 13 

10 10 。 10 

※1 10 ※1 10 。 ※1 8 

※1 13 ※1 13 。 ※1 13 

※2 13 ※2 13 。 ※2 11 

※5 91 ※5 91 。 ※5 83 

※11 209 ※11 209 1 ※8 158 

専 攻 科 募集人員｜入学志願者｜受 験 者｜欠 席 者｜合 格 者

教 育 専 攻 科 5 2 2 。
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平成4年度文部省在外研究員派遣者の決定

主たる滞在地及び当該
種 類 所 属 職 名 氏 名 滞在地の属する国名並 調 査 研 究 題 目 派 遣 期 間

びに派遣先の機関名

ク フ ク フ
立体造形の教材研究と調

平成4年10月23日
教育学部 助教授 長谷川総一郎 （ポー ラ ンド）

ク ラ ク フ 大 学 査 平成5年8月21日
長期（甲）

モ ン トリ オ ー ル
液中微粒子の分散制御に 平成5年3月 18日

工 学 部 助教授 高 瀬 均 （ カ ナ ダ） ～ 

マ ック ギノレ 大 学 関する研究 平成6年1月17日

ブルー ミン ト ン 平成4年9月 1 日
理 学 部 教 授 鈴木 正 昭 （アメリ カ合衆国） 多 変 数 関 数 論 ～ 

イン ディア ナ 大学 平成4年10月31日
短 期

ア ン ア ー パ
粉体を利用した断熱に関 平成4年7月28日

工 学 部 教 授 竹越 栄俊 （アメリ カ合衆国） する研究ミ シ ガ ン 大 学 平成4年9月27日

ケ ン ト 平成4年5月23日
若手教官 人文学部 助教授 大工 原ちなみ （アメリ カ合衆国） ユダヤ 系 作 家 研 究 ～ 

ケ ン ト州立 大 学 平成5年3月22日

平成4年度文部省内地研究員派遣者の決定

所 属 職 名 氏 名 受 入 れ 機 関 研 究 題 目 研 究 期 間

平成4年9月 1 日
理 学 部 助 手 古 田 高 士 新 潟 大 学 概エノレミー卜多様体の幾何学 ～ 

平成5年2月27日

中国少数民族における中国語 平成4年9月 1 日
人文学部 講 師 中 村 雅 之 法 政 大 学 ～ 

の受容に関する研究 平成5年 2月27日

-12ー
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ぷ；軍寄糊掛柑グ
イリノイ大学に派遣されて

平成3年 3月から10カ月間、 文部省在外研究員とし

てアメリカ のイリノイ大学に派遣されました。 同大学

は、 シカゴ から南へ200k皿ほど離れたアーパ ナ ・ シャ

ンペーンという ツウィンシティにある、 186 7年に創設

された州立の総合大学です。両市あわせて10万足ら ず

の人口のう ち約3万6 千が学生です。 そのう ち2,700 人

ほどが留学生で、 約100カ 国から集まっています。 同

大学は、 2.8凶ほどのキャンパスの他に、 空港、 ゴ ルフ

場、 農場、 公園などを持っています。また、 7 万人規

模のアメフト専用のスタジアム、 2 万人規模の大ホー

ル、 大小 4 つからなるオーケストラや演劇のためのホー

ルなどがあります。

特に注 目 すべき施設は、 蔵書数 約700万冊・その他

400万点を有する全米 3位の大学図書館です。 10階建

ての各フロ アーの数箇所に文献検索用の端末機とコピー

機が設置されています。 端末機により探している文献

が学内のどの図書館のどこにあるかが直ちにわかりま

す。他大学にある図書も大学問を巡回してい るパ スに

より数 日 中に届けられます。また、 各分野の文献デー

タベースがあり、 キーワードを入力すれば、 概要付き

の文献リストが直ちに入手できます。大学に ない文献

については、 その場で発注伝票を自動的 に作成できま

す。私は、 約800種類の経営・会計関係の雑誌のデー

タベースを利用して極めて効率的に文献の収集をする

ことができました。開館時間は、 朝9時から夜12時ま

’ でで、 日曜日も開館しています。

経済学部教授 榊 原 英 夫

私は、 客員研究員として、 商学部の会計学科と付置

の国際会計センターに所属じました。 同学部には、 会

計学科の他に財務、 経営、 経済の 3 学科があります。

「パブリック アカウンテング レポート」 という 調

査によれば、 会計学科のプログラムの評価は、 学部・

大学院とも常に全米l位です。このことは、 30 名を超

えるスタップによる多様なカリキュラムによるものと

思われます。ただ、 後でわかったのですが、 当大学院

で会計学専攻のPh.Dを授与された者が、 1990年まで

の累積で294人（ちなみに2位のテキサス大学は200人）

と多く、 そのほとんどが、 全米の各大学で、教職につい

ており、 プログラムの評価に参加しているとのことで ｜
した。母校愛なるものがアメリカ 人にあるか否かは定

かではありませんが、 日 本人の私にとっては、 この評

価結果に客観性があるよう には思われません。

企 イリノイ大学のキャンパスと講堂

私は、 秋のセミスターで院生対象の「国際会計」 と

いう 授業に参加しました。受講性の多くは、 10 数カ国

からの留学生であり、 構成メンパー自体がインターナ

ショナノレなものでした。授業では、 それぞれの母国の

会計基準についてのプレ ゼンテーションに基づいて活

発に討論がなされていました。留学生特に日 本人によ

るプレゼ、ンテーションに比べて、 ネイティ プの学生に

よるその巧みさには、 驚かされました。この差は、 単

にことばのハンディによるものではないよう に思われ

- 13 -
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ました。アメリカ の高校では、英語の授業時間に多く

の古典や現代の戯曲を読ませたり、演技力や表現力を

習得させるための「 演技Jの授業があるとものの本で

読んだことがありますが、 なるほどかれらのプレ ゼ、ン

テーションは、演技を してい るよう に思われました。

黙して語らず腹芸を得意とする日 本人が、 政治やビジ

ネスの交渉の場で、しばしば彼らの演技に翻弄される

のは、 当然であるよう に思われます。

また、毎週水曜日 に聞かれる会計学のフォーラムに

参加しました。ここでは、ドクター論文の最 終報告や

スタッフによる研究報告がなされていました。 その研

究報告のほとんどは、いわゆる実証研究でした。 ある

会計学の教授に聞いたところ、概念的研究は、 10数年

前に終わってしまったとのことでした。アメリカ 会計

学会の機関誌に掲載される最 近の論文や博士論文のほ

とんどがその種のものであることから、 アメ リカ 会計

学の主流が実証研究にあることは事実ですD しかしな

がら、私には、アメリカ の多くの会計学者は、 概念的

研究によっては絶対的な解を引き 出すことができ ない

ため、 それを放棄してしまったよう に思われます。 ま

た、こう いった実証研究の優位性は、 アメリカ のよう

な多民族 ・ 多宗教のもとでの厳しい競合社会に根ざし

ている「個人はみずから体験したことだけを信じる」

という 実証精神に基づいて一般的に容認され るもので

あり、これをそのまま日 本の会計学研究の在り方に導

入するにはいささか疑問を持っています。

A イリノイ大学商学部本館

国際会計センターは、所長のV.K. ジン マーマン教
授と2 名の秘書とで、運営されています。 その主な業

務は、The International Journal csf Accounting 

という 雑誌の発行、われわれ客員研究員や提携大学と

-14-
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の交換留学生の受入れ業務、年 1回の国際セミナーの
開催などです。客員研究員は、アジア人を中心に短期 ・ I< 

長期の滞在者合わせて40 名ほどいました。 客員研究員l
の受入れは、所長の専断事項であり、極めて迅速です。

留学先で最 も気掛かりな住居も、 既婚者であれば900

を超える大学所有の所帯者用のアパートに通常入居で

き ます。昨年の国際セミナーは、多くの海外からの参l
加者を交えて、「新ヨーロッパの会計」という 統一テー
マで、 3 日 間の日 程で開催されました。組織の活動量

は、 その構成員の数に必ずしも比例しないことを改め

て教えられました。

また、イリノイ大学は、ベックマン研究所という 世

界に冠たるコンビュータ の研究所を有し、 アメリカ に
おけるその研究の拠点校になっています。大学が情報k:
化・国際化時代に適合するために何をなすべき かを知

るう えで、多くのことを学んだよう に思います。

企 左から、筆者． ジンマーマン博士． 秘書

筆者は、平成2年 度文部省在外研究員として、平
成3年3月 16日から平成4年 1月15日 まで、 「欧米｜｜
におけるインフレーション会計」について調査研究

のため、アメリカ 合衆国、連合王国及びフランスへ
外国出張されました。

·· �ー安u
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事』G!)�f!)
（省 令）
。国家公務員等の旅費支給規程の一部を改正する省令

（大蔵3 ) 2. 26 
0学校保健法施行規則の一部を改正する省令

（文部 2 ) 2. 26 

（規 則）
。人事院規則9 - 8 （初任給， 昇格， 昇給等の基準）

の一部を改正する人事院規則（人事院9-8-18) 2. 6 
0人事院規則8 -18 （採用試験）の一部を改正する

人事院規則（同8-18- 7 )  2. 28 

（告 示）
。短期大学の位置を変更する件（文部17) 2.18 

ミ』ミl [!) 
第2回入学試験実施委員会（ 2月 4 日 ）

（審議事項）

(1) 平成4年度富山大学入学者選抜試験の検査場につ
いて

(2) 平成4年度富山大学私費外国人留学生入学者選抜
関係委員の選出について

第2回入学試験委員会（2月4 日）

（審議事項）

(1) 平成4年度富山大学私費外国人留学生入学者選按
関係委員の選出について

第5田部局長懇談会（2月6日）

（議 題）

(1) 当面する諸問題について
(2) リカ レント教育推進事業について
(3) その他

第8回大学院委員会（2月14日）

（審議事項）

(1) 平成4年度富山大学大学院人文科学研究科 （修士
課程）入学試験合格者の判定について

(2) 平成4年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）
及び工学研究科（修士課程）第2 次入学試験合格者
の判定について

(3) その他

第12回評議会（2月14日）

（報告事項）

(1) 平成4年度富山大学大学院人文科学研究科 （修士
課程）入学試験合格者について

(2) 平成4年度富山大学大学院理学研究科（修士課程）
及び工学研究科（修士課程）第2 次入学試験合格者
について

(3）平成4年度富山大学教育専攻科入学者選抜試験合
格者について

(4) 平成4年度富山大学人文学部推薦入学試験実施状
況について

(5) 平成4年度富山大学入学志願状況について
(6）学生部報告
(7) その他

第7回補導協議会（2月17日）

（審議事項）

(1) 平成4年度入学生行事日 程について
(2) その他

第8回附属図書館商議会（2月17日）

（審議事項）

(1) 平成5年度概算要求について

第11回大学教育改善検討委員会（2月18日）

（議 題）

(1）教育課程の編成について
(2) 組織・ 制 度の改革について
(3) その他

第7回公開講座委員会（2月19日）

（議 題）

(1) 平成4年度公開講座の実施計画について
(2) その他

-15-
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元本学教授久保和美氏は、平成4年1月2 9日逝去（享 付けで正四位に叙され、勲三等旭日中綬章が授与されま

年69才）されましたが、同氏の生前の功績に対し、 同日 した。

ゅー）�080C!l0
平成3年度全国公務員レクリエーション共同行事

富山地区ボーリンゲ大会

平成3年度全国公務員レクリエーション共同行事富山

地区ボーリング大会が、去る2月1日（土） 13時15分か

ら富山ゴールデンボウルにおいて開催されました。

本大会には、15機関から31チーム95名の参加があり、

本学から は、A. B, C. Dの4チーム12名が参加しま

した。 本学の4チームは、大変健闘しましたが、団体

の部において上位入賞はなりませんでした。 また、 個人

の部では、本学Cチームの中三川 敏之氏が6位入賞を

果たしました。

なお、大会の成績は次のとおりでしたD

（団体の部）

優 勝 富山地方検察庁 Aチーム

準優勝 富山医科薬科大学 Aチー ム

3 位 富山食糧事務所 Aチーム

（個人の部） く略〉

昌也事）＠｝司
渡航の種類

海外研修旅行

〈新任者住所〉

庶務部庶務課

（庶務係）

- 1 6 -

所属 職 氏 名 渡 航先国 目 的

字宙プラズマに関する国際会議AGU

工学部 講 師 小出 真路 アメリカ合衆国 Chapman Conferenceに出席し、研

究討論及び資料収集を行う

理学部 助教授 庄子 仁
デン マーク グリップ（GRIP）ワークショップに出

アメリカ合衆国 席し、研究打合せを行う

也事）Q!)G!)

文部事務官 釜 谷 美貴子

期 間

4 2 12 
～ 

4. 2. 24 

4. 2. 28 

～4. 3. 24 
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本 部

2月 1 日 平成3年度全国公務員レクリエ ーション共同

行 事富山地区ボ ーリング大会（於：卜ヤマゴ ー

jレデンボウル）

1 ～ 2 日 共済組合スキー講習会

3 日 東海・ 北陸地区国立学校等施設整備打合せ会

（於：名古屋大学）

3 ～12日 学内会計監査

4 日 第2回入学試験実施委員会

第2回入学試験委員会

6 日 第5田部局長懇談会

7 日 平成3年度国立大学学生部長会議 （於：東海

大学校友会館）

人文学部推薦入学合格者発表

10日 部課長会議

12日 公務員採用試験に関する講演会（於：経済学

部201番教室）

部課長会議

13～14日 推薦入学・ 社会人特別選抜入学手続き

13～21日 第38田中部地区中堅係員研修 （於 名古屋合

同庁舎第2 号館）

14日 退職者説明会

第8回大学院委員会

第12回評議会

大学院人文科学研究科、 理学研究科、 工学研

究科合格者発表

17日 第7回補導協議会

18日 第11回大学教育改善検討委員会

19日 第7 回公開講座委員会

20日 授業料免除担当課長会議 （於：東京医科歯科

大学）

第30回全国厚生補導研究集会第 1回運営委員

会（於・鳥取・ ホテルニューいなば）

21日 教室系技術職員待遇改善検討会

25日 A ・ 前期日 程及び私費外国人留学生入学試験

27 ～28日 臨時東海・ 北陸地区国立大学事務局長会議

（於・本学）

｜人文学部
2月 3 日 大学院人文科学研究科（修士課程）入学者選

抜検査

5 日 教授会

教授会（人事）

学科会議

12日 人文科学研究科委員会

14日 大学院人文科学研究科（修士課程）合格者発

表

15日 後学期授業終了

18日 学部補導委員会

19日 学部将来計画委員会

教育学部｜
2月 2 日 附属中学校入学者第 1 次選考（学力検査）

3 日 学内会計監査

4 日 附属小学校入学者第2 次選考（抽選）

5 日 人事教授会

6 日 附属中学校入学者第2 次選考（抽選）

7 日 予算委員会

8 日 授業終了

10日 教育専攻科入学者選抜試験

12日 学部教務委員会

学部教務・ 補導合同委員会

教授会

14日 教育専攻科合格者発表

17日 艦大学部将来計画委員会

19日 人事教授会

21日 附属養護学校教育実践研究会

26日 人事教授会

経済学部｜
2月 5日 学部教務委員会

人事教授会

教授会

6 日 平成3年度学内会計監査

- 17 -
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7 日 係長会議

10日 後学期授業終了
12日 財務委員会

係長会議

17日 係長会議

学

18日 学部入学方法検討委員会と学部留学生委員会

との合同委員会

学部入学方法検討委員会

19日 学部教務委員会

21日 人事教授会

教授会

理 学 部

2月4 日 教育改革問題等懇談会

5～6 日 大学院理学研究科（修士課程）入学者選抜検

査（第2 次）

6 日 大学院理学研究科（修士課程）入学者選按検

査 （留学生）

12日 教授会

理学研究科委員会

人事教授会

13日 大学院構想懇談会

14日 大学院理学研究科（修士課程）合格者発表

15日 後学期授業終了

17日 学科主任会議

28日 学科主任会議

教育改革問題等懇談会

工 学 部 ｜
2月 3 日 係長連絡会

4～5 日 大学院工学研究科 （第2 次）入学試験

5 日 選考委員会

7 日 学部教務委員会

10日 学内会計監査

12日 教授会

工学研究科委員会

専任教授会

13日 講演会「望ましい大学院教育についてJ

講師 大阪大学工学部教授 向井 喜彦

18日 授業終了

- 18 -
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20日 北陸信越工業教育富山県支部講演会

「イギリス留学雑感」

講師 工学部助教授 山田 茂

21日 マレ ーシア工科大学副学長視察

24日 安全委員会

25日 前期日程入学者選抜学力試験

27日 係長連絡会

教 養 部

2月

l～2 日 外国人留学生と教養部教職員との交流会

（スキー）

4日 将来計画委員会

5 日 人事教授会

教授会

7日 学内会計監査

10日 将来計画委員会

（於－極楽坂スキー場）

後学期授業終了（昼間主、 夜間主コース）

12日 教授会

教養部長候補者選挙

14日 後学期末試験（昼間主、 夜間主コース）

18日 将来計画委員会

22日 後学期末試験終了

24日 補導委員会

将来計画委員会

26日 教授会

附属図書館

2月 5 日 学内会計監査

6 日 図書館専用電子計算機機種選定委員会

13日 第2図書香編集委員会

第 3回附属図書館自己点検・評価検討委員会

17日 第8回附属図書館商議会

18日 平成2年 度I L Lシステム講習会 （於：学術

情報センター）

21日 係長連絡会

26日 図書館職員研修会 （於：富山県立図書館）

28日 IL Lシステム説明会（於：金沢大学附属図

書館）
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水素同位体機能研究センター

2月13日 学内会計監査

｜ 地域共同研究センター

2月 6 日 お茶の水女子大学関係者視察

14日 大学院生教育講座「超伝導の現状と将来J

講師 客員教授 田中 靖三

先端技術講演会「次世代ジャイアント・ マイ

クロエレクトロニ クス技術」一大画面表示パ

ネノレ用ポリシリコン技術と印刷技術一

講師 客員教授 斎藤 毅

19日 静岡大学、静岡県、浜松市関係者視察

20日 九州工業大学関係者視察

電気通信大学関係者視察

21日 マレーシア工科大学副学長視察

25日 徳島大学関係者視察

26日 地域共同研究センター運営委員会

保健管理センター

2月 5日 健康の集い

6 日 第1回保健管理センター委員会

12日 臨時健康診断（教養部スキー実習参加者）

13日 臨時健康診断（教育学部スキー実習参加者）

27日 第2回保健管理センタ一委員会

報 第331号
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